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本講座の概要

•講座概要

– 本講座は上田市と連携する教養講座として開講します。関
心のある探求テーマを設定し、地域の様子や魅力をスマホや
デジカメで撮影・記録したりしながら、受講生みんなで「上田
デジタルマップ」を作り、インターネットに公開します。

•新型コロナウィルス対策として

– ｅラーニング [スクーリング併用]／ｅポートフォリオ利用の授
業運営にします。

•授業運営の方法

– スマホやパソコンを使い、ｅラーニングで進めます。市民の方
にはスクーリングにより学習を補助します。

– ｅポートフォリオにはd-commons.netを使います。利用は無
料です。



受講申込みについて

•期間：5/13～7/29毎週水曜日
– ｅラーニング講座として開講。任意の場所（ご自宅など）・時間で学習を

進めていただきます。

– オンラインスクーリング（自由参加）は水曜12:50～14:20。実施日は講座
日程参照。

•定員：１０名（上田市連携講座の定員枠）

•受講申込：5/11(月)までに住所、氏名、電話番号、メールアド
レスを下記へ電話、FAX、またはメールで。それ以後の申し込み
も可。
– 長野大学地域づくり総合センター

•TEL 0268-39-0007 FAX 0268-39-0006

•メール renkei◆nagano.ac.jp ◆は@に置き換えてください

•問い合わせは担当教員（前川道博）まで
– メールmaekawa◆nagano.ac.jp ◆は@に置き換えてください

– ＴＥＬ 090-2270-5074(ケータイ)

mailto:maekawa@nagano.ac.jp


信州上田学Ａの特色

ｅラーニング講座
ｅポートフォリオ学習

自己開発・自己学習モデルによる学習支援
（オンラインスクーリングを併用し対面型で補完）

ここで始める学びが生涯を通じて活用できる
学びになります（ｅポートフォリオ学習）。

新しい地域の学びをスタートさせる講座
自由なテーマで自由な時間に デジタルコモンズで



「信州上田学」で新しい地域学習を
オンラインで地域の学びを面白く

地域の魅力や課題を自らの視点から探求し、地域の可視化や磨き上げ
(elaboration)につなげる学びをここからスタートします。知識循環型社会(
ソサエティ５.０)における地域の学び。市民と学生がオンラインで学びを
協働します。あなたも地域を新しい視点で探求してみませんか？

道具：スマホorパソコン
授業：ネットミーティング
学び方：ｅポートフォリオ学習

手段

メリット

信州上田学ではデジタルコモンズを共有します

新型コロナ対策にネット活用が不可欠

・自宅から学べます
・ポートフォリオが公開できます
・主体的で対話的に学べます

新型コロナ対策だからなおさら



ネットで協働学習／ｅポートフォリオサイト
「信州上田デジタルマップ」

ミッチーのサイト

みんなでつくる信州上田デジタルマップ
（協働学習サイト）

Ａさんのサイト（個別ｅポートフォリオサイト）

Ａ
さ
ん
サ
イ
ト

Ｂ
さ
ん
サ
イ
ト

自動で集約・公開されます。
自分の関心事で任意の課題探求*ができます。
学習成果を蓄積し続け後世に残せます。
受講後も生涯にわたり御自身の研究や地域活
動などにお役立ていただけます。

探求課題(例)
上田のスポット紹介
上田の魅力探求
まちあるき記録
地元地域の防災
地元の歴史を探る

上田の食文化を探る
上田はサント(蚕都)？
地域資料をデジタル化し共有
旅のレポート
日々の備忘録 etc.

全国に
公開

基本的
に公開



ｅラーニングのイメージ

知る

理解する

信州上田学Ａ

価値づけ

探求課題設定

探検・調査に
よる探求

ｅポートフォリオ学習
(蓄積しふり返る)

ネット協働学習
(お互いに見合う)
(学習成果を披露)

ふり返り・評価

生涯にわたり…

上田や地域の
さらなる探求

ｅ
ラ
｜
ニ
ン
グ

地域づくりや
地域学習支援

生涯にわたり
打ち込める学び

成果を公開し
知識を循環



ネット協働学習で視野を広げ評価

みんなでつくる信州上田デジタルマップ
（協働学習サイト）

Ａ
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ん
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イ
ト

Ｂ
さ
ん
サ
イ
ト

全国に
公開

市民の皆様
(受講者)

学生
(受講者)

世代間で異なる
視点をお互いに知る

市民・学生
(受講者)

地域の人々
全国の人々

地元・上田の情報を
公開しギブ＆テイク

地域資料
（ネット上の本棚）

共有・活用



新しい地域学へのいざない

学問分野の
学際的再編

世代間での
知識文化伝承

地域を担う
次世代の育成

２１世紀：知識循環型社会（ソサエティ5.0）
の時代における知の再編

地域デジタルコモンズ新しい地域の学び



市民開放講座「信州上田学Ａ」
日程と進め方

期間：5/13～7/29
ｅラーニング講座ですので、拘束される時間はありません
。あなたのご都合に合わせて学習計画を立て進めてい
ただけます。オンラインスクーリングは参加自由です。

各回はオンデマンド講座（座学）、オンデマンド講座＋実
習、オンラインスクーリングの組み合わせで実施します。

その都度の学習成果はｅポートフォリオに継続にまとめ
続け、学習成果を見える化（可視化）します。



信州上田学Ａ・講座日程（予定）
日程は実施しながら状況を見て見直し進めていきます

回 日付 内容 備考

- 4/29 地域学の学び方 （オンデマンドで視聴できます）

1 5/13 上田のひもとき方と情報源 市民開放講座スタート、オンデマンド配信

2 5/20 ネットで受講者初顔合わせ・各自の計画 ビデオ会議Meet利用(希望者参加)

3 5/27 ポートフォリオ投稿ミニ実習 オンデマンド講座、向こう１週間で実習

4 6/03 オンラインスクーリング ビデオ会議Meet利用(希望者参加)

5 6/10 上田探検の進め方＆上田探検１ オンデマンド講座、向こう１週間で実習

6 6/17 オンラインスクーリング ビデオ会議Meet利用(希望者参加)

7 6/24 地域資料の活用 オンデマンド講座

8 7/01 上田探検の深め方＆上田探検２ オンデマンド講座、向こう１週間で実習

9 7/08 スクーリング（ネットで情報交換・アドバイス） ビデオ会議Meet利用(希望者参加)

10 7/15 ふり返り＋まとめに向けて オンデマンド講座

11 7/22 スクーリング（ネットで情報交換・アドバイス） ビデオ会議Meet利用(希望者参加)

12 7/29 全体講評・今後に向けてのアドバイス ビデオ会議Meet利用(希望者参加)

スクーリング 12:50～14:20オンデマンド＋実習オンデマンド講座（座学）区分



信州上田学Ａ・講座の流れ

5/20初顔合わせ・各自の計画

5/27ミニ実習

(4/29地域学の学び方)
5/13上田のひもとき方

学習の導入

サイクル１

6/03スクーリング

サイクル２

6/10上田探検１

6/17スクーリング

6/24地域資料の活用

7/01上田探検２

7/08スクーリング

サイクル３

7/15ふり返り・まとめに向けて

7/22スクーリング

7/29全体講評・
今後に向けて

まとめ

スクーリングオンデマンド＋実習オンデマンド講座（座学）区分



ｅポートフォリオ学習とは

• 学習成果をネット上の自分の本棚に投稿し、記録を蓄積しふり返れるように
する学び。

• 地域探検などの学習記録を投稿しふり返ることにより、自分の関心事や理
解の度合いなどを自分と対話し、他者とも比較しながら学習を深めていく。

• 地域デジタルコモンズ「d-commons.net」を使う。本講座終了後も卒業後も
自分のポートフォリオを蓄積し続けて行くことができる。



オンラインスクーリング

•ご自宅にいながら、講師（前川道博）とオンラインで対話型で講
座を進めます。自由参加形式で行います。他の受講生（市民受
講生、学生受講生）が共に参加します。

•ネットミーティングツールGoogle Meetを使います。

•不慣れな方が多く、最初は使うことに不安があると思いますが、
使うことにチャレンジして楽しみましょう。

https://gsuite.google.co.jp/in
tl/ja/products/meet/

https://gsuite.google.co.jp/intl/ja/products/meet/
https://gsuite.google.co.jp/intl/ja/products/meet/
https://gsuite.google.co.jp/intl/ja/products/meet/


地域デジタルコモンズd-commons.net

• 地域学習、協働学習、情報共有を支援していくための情報プラットフォーム

• 前川研究室が地域協働で開発したクラウドサービスd-commons.netを利用

• 受講者各自がＩＤを持ち、ｅポートフォリオサイトを永続的に運営できる

• 「信州上田学Ａ」では、「みんなでつくる信州上田デジタルマップ」（仮称）に受
講者の投稿記事を集約しつつ、受講者個人のサイトを運営できる。



共通テーマ「上田探検隊」

•共通テーマは「上田探検隊」とするが、それ以
外のテーマを設定してもよい

•当初、上田のまちなかをグループワークにより
探検する想定であったが、コロナウィルス対策に
より各自が主体の探検隊（1人でも探検隊）とす
る。若干名と探検隊を組むのは可。ただし探検
の際にはソーシャルディスタンスの確保などに十
分に留意すること。

•探検隊の対象エリアは、上田市内、自分が暮
らしている周辺エリアを対象とするので可。



それ以外のテーマ設定

•「地域」の探求の仕方、情報源には多様なもの
がある。受講者が「地域探検」以外の地域探求
をしたい場合はその探求をテーマとしてよい。

•探求テーマの例：

– 特定地域の地域資料をデジタルアーカイブ化する

– 特定地域の歴史を調べ年表作成をする

– 特定の地域課題（地域防災、子育て、地域学習、
社会福祉など）にフォーカスを当て調べる

– etc.



昨年2019はこんな学びをしました

• 地域を探検し、魅力や課題を探る

• 2019「探検隊」は回数限定、グループワークで実施

• 探検の投稿記事はネット公開（右上）

• 成果まとめと発表会の様子はネット公開（右下）

信州デジタルコモンズ参加型アーカイブ

上田まちなか探検

信州上田学2019(前川クラス)
成果まとめと発表会

2020はｅラーニングで実施

https://www.mmdb.net/sdc/app/collections/show/14
https://www.mmdb.net/sdc/app/collections/show/14
https://www.mmdb.net/usr/oraho11/chiiki-a/cat/uetan2019.html
https://www.mmdb.net/usr/oraho11/chiiki-a/cat/uetan2019.html


地域学の学び方

•地域学とは

– 地域をよく知り、地域づくりに活かす（知る）

– 対外的に地域の特色をアピールできる（理解する）

– 地域の可能性・資源を再編しエネルギーに（価値づけ）

地域を
よく知る

発信・活用を
楽しむ

ジブンゴトで始めよう！
プラスのスパイラル（らせん型上昇）



みんなでつくる上田デジタルマップ
学びの違い、ビフォーアフター

ビフォー

蓄積なし
その都度

データは
かき集め

コモンズに蓄積し
継続的に追加更新

１種類の
マップ

目的に応じた
マップを編纂

随時
参照

アフター
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